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 市 民 憲 章 （昭和59年10月 1日制定） 

O心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

0平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

O文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

O未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 

わたくしたちの先人は、不挑不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切‘) 
開き、今IIの活力に満ちた五所川原'Ifを築き 

Eげました。 

わたくしたちは．この伝統を継承し，広

い視野に立って西北津軽の人中と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 1
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一
 

I 

毎
号

と
じ

こ
ん
で

く
だ
さ
い
。

き
っ

と
お

役
に
立
ち

ま
す
。
 

市
消
防
団
（前
田
堅
団
長
）
の

恒
例
の
出
初
式
が

一
月
四
日
、
 

森
田
市
長
を
は
じ
め
来
賓
、
消

防
団
員
、
消
防
署
員
な
ど
約
八
 
 

百
人
と
車
両
三
十
一
台
が
参
加

し
、
 ー
ッ
谷
を
中
心
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

式
典
に
先
立
ち
、
人
員
服
装
 
 

と
機
械
器
具
の
点
検
が
行
わ
れ

た
後
、
五
一
中
前
付
近
か
ら
中

央
公
民
館
ま
で
の
約
五
百
」”
を

分
列
行
進
し
、
森
田
市
長
の
観

閲
を
受
け
ま
し
た
。
 

中
央
公
民
館
前
で
行
わ
れ
た

式
典
で
は
、
ま
ず
第

一
分
団
七

部
の
斎
藤
武
五
郎
副
部
長
以
下

二
十
人
が
見
事
な
縄
（ま
と
い
）
 

振
り
を
披
露
。
引
き
続
き
、
優

秀
分
団
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
森
田
市
長
が
「
今

後
さ
ら
に
消
防
の
職
貴
の
重
大

性
を
認
識
さ
れ
、
 一
層
の
成
果

を
挙
げ
、
住
民
の
生
命
財
産
を

守
る
と
い
う
市
民
の
信
託
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
」
 

と
講
評
。
ま
た
、
前
田
団
長
の
 
 

訓
示
に
続
い
て
来
賓
の
櫛
引
、
 

成
田
、
長
峰
の
三
県
議
が
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

「
」の
日
は
、
気
温
が
零
工

ハ

度
と
い
う
厳
し
い
冷
え
込
み
と

時
折
吹
雪
も
よ
う
の
悪
天
候
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
も
の

と
も
し
な
い
堂
々
た
る
分
列
行

進
は
、
市
民
に
大
き
な
頼
も
し

さ
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。
 

表
彰
を
受
け
た
分
団
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

◇
市
長
表
彰
 

第
九
分
団
 

◇
団
長
表
彰
 

第

一
分
団
四
部
、
第
四
分
団

ニ
部
、
第
七
分
団

一
部
、第

十
分
団
三
部
 



唇璽監 
成人式を 

挙 行 
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市
で
は
中
央
公
民
館
で
一
月

三
日
、
二
十
歳
を
迎
え
た
人
達

を
お
祝
い
す
る
た
めの
成
人
式

を
行
い
、
新
成
人
と
な
っ
た
人

達
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。
 

今
回
、
市
で
成
人
を
迎
え
た

人
は
五
百
六
十
二
人

（男
二
百

五
十
八
人
、女
三
百
四
人
）
で
、
 

こ
の
う
ち
成
人
式
に
出
席
し
た
 
 

人
は
三
百
七
十
九
人
（男
百
五

土

ハ
人
、女
二
百
二
十
三
人
）
 

で
す
。
 

式
で
は
森
田
市
長
が
、「人
生

に
は
苦
し
く
つ
ら
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
不
挑
不

屈
の
五
所
川
原
魂
を
発
揮
し
、
 

強
く
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
ふ
る
さ
 
 

と
繁
栄
の
た
め
に
皆
さ
ん
の
力

を
お
貸
し
く
だ
さ
い
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、原
田
剛
さ
ん
（
吹

畑
）
と館
山
明
美
さ
ん
（蓮
沼
）
 

の
二
人
が
、「社
会
人
と
し
て
自

覚
し
、
自
己
の
責
任
を
し
っか

り
と
果
た
せ
る
恥
か
し
く
な
い

大
人
に
な
り
た
い
」
と
は
た
ち

の
主
張
を
発
表
。
 

そ
の
後
、
川
浪
直
治
市
議
会

議
長
、
今
謙

一
五
所川
原
青
年

会
議
所
理
事
長
の
二
人
が
お
祝

い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

最
後
に
新
成
人
を
代
表
し
て

松
野
睦
史
さ
ん
（
神
山
）
が
、
 

「今
日
の
五
所
川
原
市
を
築
き

上
げ
た
先
輩
の
皆
さ
ま
の
心
を

受
け
つ
ぎ
、
明
る
く
豊
か
な
地

域
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
れる
 
 

よ
う
努
カ
し
ま
す
」
と
誓
い
の

こ
と
ば
を
述
べ
式
を
終
わ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
式
で
は
新
成
人

達
を
お
祝
い
し
て
』
（
皿
ォ
獅
子
倶

楽
部
、
七
ッ
館
小
児
童六
人
に

よ
る
祝
舞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
市
で
は
式
に
出
席
さ

れ
た
新
成
人
に
記
念
と
し
て
ア

ル
バ
ム
を
一
冊
ず
つ
贈
り
ま
し

た
。
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でとう 
考施天が矢天あ仲間入り 

20歳から国民年金に加入しましよう 
成人となりました皆さんに心からお祝い申し上げます。 

20歳から国民年金に加入することも、大人の仲措i入りのあ

かしであり、義務と権利です。 

現在、県内では20万人が国民年金を受給しており、昨年度

の支給額は 625億円に達しています。 

国民年金は、老後における生活の支えとなるほか、万一の

事故や病気で障害者になったときや、一家の働き手が亡くな

ったときにも基礎年金が受けられる公的制度です。 

20歳からのスタートに出遅れますと大変です。国民年金の

手続きがまだの人は、至急市役所においでになり、しっかり 

加入と納付をしましょう。 	 （担当・保険年金課） 
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「
 

簾
一
 

私
ば
、
普
通
高
校
に
在
学
中

か
ら
、
今
日
の
著
し
い
電
子
工

学
の
発
展
に
興
昧
を
持
ち
、
予

備
知
識
の
な
い
ま
ま
に
、
こ
こ

青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
に

入
学
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
 

四
年
制
の
大
学
に
匹
敵
す
る

内
容
豊
富
な
専
門
教
育
を
、
数
 

私
は
今
、
看
護
婦
の
道
を
歩

み
始
め
て
い
ま
す
。
看
護
婦
と

い
え
ば
白
衣
の
天
使
と
か
よ
く

言
わ
れ
ま
す
が
、
実
際
は
そ
ん

な
に
甘
い
も
の
で
は
な
く
、
人

問
の
生
命
に
た
ず
さ
わ
る
重
要

な
役
割
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
技
術

的
に
も
能
力
的
に
も
ま
だ
ま
だ
 

町
 

ノ
 
、
 

屋
 

【

・l
 

」布
 

【
弓
．

，

《
 
ん
 

！
【
】

（
 i
 

才
一
 

【
 
貯！

 
一
 

藤
 

文
用
 

多
く
の
実
験
や
実
習
を
含
め
て

二
年
間
で
学
ぶ
と
いう
こ
と
は

と
て
も
ハ
ー
ド
な
も
の
で
し
た
。
 

し
か
し
、
大
学
と
社
会
と
で
は

厳
し
さ
が
異
な
り
ま
す
。
学
生

と
い
う
身
分
に
は
、ま
だ
甘
え
 

が
残
っ
て
い
ま
す
。
幅
広
い
年

代
と
の
対
人
関
係
や
、
社
会
に

お
け
る
個
人
の
責
任
の
難
し
さ

な
ど
、
ま
だ
十
分
に
理
解
し
て

い
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
 

こ
の
た
び
成
人
式
を
迎
え
る
 

未
熟
で
毎
日
が
反
省
、
反
省
の

く
り
返
し
で
す
。
 

最
近
、
 「な
ぜ
こ
の
仕
事
を

選
ん
だ
の
か
、
後
も
ど
り
す
る

な
ら
今
の
う
ち
な
の
で
は

…
」
 

と
思
っ
た
り
し
ま
す
が
、
何
事
 

に
つ
い
て
も
や
め
る
に
は
勇
気

が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
や
め

な
い
の
に
は
も
っ
と
強
い
勇
気

が
必
要
な
の
で
は
な
い
かと
思

い
ま
す
。
そ
の
勇
気
を
得
る
に

は
、
 一
人
の
力
で
は
な
く
友
達
 
 

こ
と
が
で
き
た
の
と
同
時
に
、
 

こ
の
春
幸
運
に
も
新
し
い
社
会

人
と
し
て
活
躍
す
る
機
会
が
与

え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長

い
人
生
へ
の
ー
つ
の
出
発
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
成
 

人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
、
 

充
実
し
た
社
会
生
活
を
一
歩
一

歩
、
確
実
に
送
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

と
い
う
力
も
必
要
で
す
。
こ
れ

が
、
二
十
年
間
生
き
て
き
た
中

で
得
た
最
も
大
事
な
こ
と
の
よ

う
に
思
い
ま
す
。
 

私
は
、
二
十
歳
に
な
っ
た
か

ら
ど
う
の
こ
う
の
と
い
う
こ
と
 

で
は
な
く
、
常
に
マ
イ
ペ
ー
ス

で
自
分
を
見
つ
め
な
が
ら
、
人

間
と
し
て
看
護
婦
と
し
て
、
相

手
の
心
の
痛
み
の
わ
か
る
人
間

に
な
っ
て
い
け
れ
ば
幸
い
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
 

高
校
を
卒
業
し
、
職
場
に
出

て
か
ら
二
年
が
た
ち
ま
し
た
。
 

こ
の
二
年
間
で
感
じ
た
こ
と

と
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
は
勉
強

期
間
で
、
い
ま
こ
れ
か
ら
は
働

き
ざ
か
り
だ
し
我
々
が
職
場
を

担
う
者
に
な
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
 

学
校
と
職
場
と
の
生
活
の
間
 

今
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
 

小
学
校
、
中
学
校
の
九
年
間
の

義
務
教
育
を
終
え
、
そ
し
て
高

校
三
年
も
無
事
卒
業
し
、
あ
の

幼
か
っ
た
私
が
も
う
社
会
人
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
当

に
月
日
の
た
つ
の
は
早
い
と
思

い
ま
す
。
 

私
は
、
高
校
を
卒
業
し
て
間
 

こ
れ
か
ら
は
仕
事
へ
の
熟
意

に
し
て
も
、
仕
事
の
上
で
の
実

力
に
し
て
も
そ
こ
に
は
波
が
あ

る
と
思
う
。
 こ
の
波
は
個
々
人

の
能
力
、環
境
、
学
歴
、
健
康
、
 

職
種
、
地
位
、
職
場
な
ど
に
よ

っ
て
い
ろ
い
ろ
で
、
高
い
波
の
 

も
な
く
現
在
の
会
社
に
入
社
し

ま
し
た
が
、
最
初
一
、
二
か
月

は
全
く
仕
事
が
わ
か
ら
ず
、
先

輩
達
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら

い
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。私
も
入
社
二
年
目
を
迎
え
、
 

や
っ
と
仕
事
も
覚
え
て
今
で
は

楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
 

さ
て
、
 一
月
三
日
に
成
人
式

が
あ
り
ま
し
た
が
、
成
人

（大

人
）
と
は
何
か
を
考
え
て
み
る

と
、
単
に
酒
が
飲
め
、
タ
バ
コ
 
 

り
し
だ
い
だ
と
思
う
し
、
職
場

の
た
め
、
自
分
の
た
め
に
一
生

愛
叩
働
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

は
自
分
の
行
動
に
は
責
任
を
も

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
 

が
吸
え
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
 

一
人
の
大
人
と
し
て
、
自
分
が

失
敗
、
過
ち
を
し
た
と
き
は
他

人
の
せ
い
に
し
な
い
で
、
男
ら

し
く
責
任
が
と
れ
る
よ
う
な
人

を
い
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
 

ま
す
。
 

私
は
、
仕
事
や
そ
の
ほ
か
の

面
で
も
、
も
っ
と
責
任
感
を
持

ち
男
ら
し
い
大
人
に
なり
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

に
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
差
 
時
期
が

い
ち
ば
ん
の
働
き
ざ
か

が
あ
り
ま
す
。
職
場
に
受
け
入
 

り
だ
と
思
い
ま
す
。
 こ
れ
も
個

れ
ら
れ
た
私
達
新
卒
は
、
職
場
 
人
差
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
 

を
そ
れ
ま
で
と
全
く
違
っ
た
世
 
努
力
し
だ
い
で
職
場
は
楽
し
い

界
、
い
ま
ま
で
の
常
識
が
通
用
 
所
に
み
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
o
 

し
な
い
世
界
と
感
じ
て
い
ま
す
。
 

い
ま
我
々
 
「成
人
」
の
頑
張
 

行
動
に
は

責
任
を
も
っ
て
 

県
酒
類

卸
商
業
協

組
五
所
川
原
支

店
勤
務
 

充
実
し
た
社
会
生
活
を
 

青
森
職
業

訓
練
短

大
電

子
科
 
2
年
 

相
手
の
心
の
 

痛
み

の
わ
か
る
人
間
に
 

市
立
高
等
看

護
学
院

2
年
 

吉川昌彦さん（若葉） 

男
ら
し

い
大
人
に
 

閥

キ

ノ

、
ン
タ
勤

務
 



有

権
者

の
み
な
さ
ん
 

n
メい
与
fお
鯛
一
の
投
票
日
で
す
 

市
長

選

挙
‘

主
・
一馴I
》
》
ー
 

2
月

1
日
は
 

県

知

事
選

挙
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『
 

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
 

世
界
の
平
和
と
安
全
を
実
 
を
声

を
大
に
し
て
全
世
界
の
人
 
民
は
、

非
核
三
原
則
の
完
全

現
す
る
こ
と
は
、
人
類
の
共
 
々
に
訴
え
、
再
び
こ
e
地
球
上
 
実

施
を
願
い
、
平
和
を
愛
す

通
の
願
い
で
あ
る
o
 

に
広
島
・
長崎
の
あ
の
惨
禍
を
 
る
世
界

の
人
々
と
共
に
恒
久
 

し
か
る
に
、
核
軍
備
の
拡
 
繰

り
返
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
o
 

平
和
を
実
現
す
る
こ
と
を
決

張
は
依
然
と
し
て
行
わ
れ
、
 

わ
た
く
し
た
ち
五
所
川
原
市
 
意
し
、

核
兵
器
廃
絶
平
和
都

人
類
の
生
存
に
深
刻
な
脅
威
 

民
は
、
郷
土
の
限
り
な
い
発
展
 
市

を
こ
こ
に
宣
言
す
る
。
 

を
与
え
て
い
る
。
 

を
願
っ
て
市
民
憲
章
を定
め
、
 

以
上
、
決
議
す
る
。
 

わ
が
国
は
、
世
界
唯
一
の
 

平
和
を
守
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
 
昭
和

6
1年
9
月
2
9日
 

被
爆
国
と
し
て
、
被
爆
の
恐
 

づ
く
り
を
基
本
と
し
た
。
 

ろ
し
さ
、
被
爆
者
の
苦
し
み
 

わ
た
く
し
た
ち
五
所
川
原
市
 

五
所
川
原
市
議
会
 

企
画
に

つ
い
て
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
 

嘗
界
⑩
平
嗣
と
喪
曾
暑
園
い
 

『平
嗣
郎
嗣
』
署
国
冒
 

ー
市
議
会

ー
 

〔
県知
事
選
挙
〕
 

▽
告
示
日
 
一
月
十
一
百
 

▽
投
票
日
 
二
月
一
日

（日
）
 

⑥
投
票
で
き
る
方
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

マ
年
令
要
件
 
昭
和
四
十
二
年
 

」
 
二
月
二
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
。
 

▽
住
所
要
件
 
昭
和
六
十
一
年

十
月
十
一
日
以
前
か
ら
本
市

に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
居

住
し
て
い
る
人
。
 

ま
た
、
県
内
の
市
町
村
へ

転
出
し
た
人
で
、
そ
の
市
町

村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ

れ
て
な
い
時
は
本
市
に
お
い

て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 （
こ
の
場
合
、
本
市
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
直
接
選
管
ま
で
お

間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）
 

な
お
、
こ
の
投
票
の
際
に

は
、
引
き
続
き
そ
の
市
町
村

に
住
所
を
有
す
る
こ
と
を
証

明
す
る
文
書

（証
明
書
ま
た

は
住
民
栗
の
写
し
）
の
提
示

が
必
要
で
す
。
 

〔
 

市
長
選
挙
 

▽
告
示
日
 
．
H
一
一
十
五H
 

▽
投
票
日
 
二月
一
日
（
日
）
 

⑥
投
票
で
き
る
方
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

▽
年
令
要
件
 
昭
和
四
十
二
年

二
月
一
百
以
前
に
生
ま
れ
た

人
。
 

マ
住
所
要
件
 
昭
和
六
十
一
年

十
月
二
十
三
日
以
前
か
ら
本

市
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き

居
住
し
て
い
る
人
。
 

⑥
市
内
で
転
居
さ
れ
た
方
の
場

合
 昭

和
六
十
一
年
十
二
月
一
一

十
七
日
ま
で
に
届
け
出
た
場
 
 

合
は
新
住
所
地
の
投
票
所
で

す
。
ま
た
、
そ
れ
以
後
に
届

け
出
た
場
合
は
旧
住
所
地
の

投
票
所
で
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、後
日
配
布

の
「知
事
選
挙
公
報
」
及
び
「知

事
選
挙
及
び
市
長
選
挙
の
チ
ラ

シ
」
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
 

そ
の
ほ
か
、
選
挙
に
つ
い
て

の
お
間
い
合
わ
せ
は
市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
（
か
の
二
一

一
一
番
 内
線
三
二
七
・
三
一
一

八
・
三
二
九
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

昨
年
は

国
際
平
和
年
」
と

し
て
、
ま
た
我
が
国
が
国
連
加

盟
三
十
周
年
と
し
て
、
平
和
の

維
持
・
促
進
を
願
っ
て
国
内
外

で
い
ろ
い
ろ
な活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
平
和
の
維

持

・
促
進
に
は
、
国
民
の
平
和

へ
の
意
識
高
揚
が
最
も
大
切
で

す
。
 

こ
の
た
め
市
で
は
、
今
後
こ
 

本
市
で
も
昨
年
、
市
議
会
第

四
回
定
例
会
で
「
核
兵
器
廃

絶
平
和
都
恵
旦
言
に
関
す
る
決

議
」
が
、
議
員
提
出
議
案
と
し

て
提
案
さ
れ
満
場
一
致
で
可
決
。
 

本
市
が
、
世
界
の
平
和
と
安
全
 

の
「
平
和
都
市
宣
言
」
の
趣
旨

を
市
民
に
よ
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
講
演
会
の
開
催

等
具
体
的
企
画
に
つ
い
て
の
ご

意
見
を
市
民
か
ら
広
く
募
る
こ
 
 

を
願
っ
て
「
平
和
都
市
」
で
あ

る
こ
と
を
官
膏
し
で
い
ま
す
。
 

そ
の
宣
言
の内
容
を
紹
介
し

ま
す
。
 

と
に
な
り
ま
し
た
c
市
民
の
皆

さ
ん
の
お
考
え
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
連
絡
先
・
市秘
書
企
画

課
広
報
係
（
団
⑩
一
一
一
一
番

内
線
三
一
八
ニ
二
一
九
番
）
 

・
 

中
 



科学技術庁 ~ 

．
 

、

《
 

、

、
 
J
.
 

・

、
J

・
．コ

「
ノ
、

‘
 

名
軌
交
換
）
 

年
始
恒
例
の
「
新
年
名
刺

交
換
会
」
が
一
月
一
日
、
市

民
文
化
会
館
で
約
二
百
人
が
 

・
 

、
 

の
三
団
体
の
主
催
で
開

い
て
い
る
も
の
で
、
参

加
し
た
人
達
が
新
年
を

祝
う
と
と
も
に
、交
流

と
親
陸
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
 

交
換
会
で
は
森
田
市

長
が
 
「半
島
の
第
一
次

指
定
、
漆
川
工
業
団
地

の
造
成
完
了
等
、
西
北

津
軽
の
中
心
都
市と
し

て
す
ば
ら
し
い
発
展
が

約
東
さ
れ
て
い
る
本
市

で
あ
り
ま
す
が
、
現
実
 

り
ま
す
。
不
挽
不
屈
の
五
所

川
原
魂
を
も
っ
て
こ
れ
に
あ

た
る
と
き
、
必
ず
や
道
は
拓

か
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
五
万
市
民
一
致
団
結

し
て
、
立
派
な
五
所
川
原
市

を
建
設
し
て
ま
い
ろ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
新
年
に

あ
た
っ
て
力
強
く
挨
拶
を
述

べ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
時
折
吹
雪
も

よ
う
の
天
気
と
な
り
ま
し
た

が
、
参
加
し
た
人
達
は
和
や

か
な
ム
ー
ド
で
挨
拶
を
交
わ

し
、
新
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
 

参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
名
刺
交
換
会
は
、市
、
商
 

工
会
議
所
、
市
内
農
協
懇
談
会
 

撚

・
〔
約・
助
難が
参
加
 

れ
ま
し
た
。
 

は
な
お
も
厳
し
い
も
の
が
あ
 

昭和62年新年名刺交狭会 

⑤昭和62年（1987年）1月15日 	 広報こ’しょがわら （第631号） 

科
学
技
術
庁
で
は
、
昨
年
度

か
ら
本
市
で
二
か
年
継
続
の
雷

害
対
策
研
究
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
本
年
度
か
ら
新
た
に
七

か
年
継
続
で
「
地
吹
雪
の
発
生

機
構
の
解
明
と
そ
の
防
止
技
術

の
開
発
に
関
す
る
研
究
」
を
開

始
し
ま
し
た
。
 

同
庁
の
国
立
防
災
科
学
技
術

セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
度
か
ら

本
市
の
太
刀
打
に
観
測
所
を
設

け
、「豪
雪
地
帯
に
お
け
る
雪
対

策
技
術
の
開
発
研
究
」
の
調
査

を
実
施
。
こ
の
研
究
の
中
で
、
 

同
セ
ン
タ
ー
は
 
「吹
雪
計
等
の
 
 

利
用
技
術
の
開
発
」
の
研
究
課

題
の
も
と
に
、
北
海
道
型
吹
雪

計
を
東
北
地
方
に
活
用
し
て
い

く
た
め
の
実
証
試
験
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
 

本
年
度
か
ら
は
、
観
測
所
を

毘
沙
門
に
移
し
研
究
規
模
を
大

幅
に
拡
大
、
同
庁
の
特
別
研
究

と
し
て
「
地
吹
雪
の
発
生
機
構

の
解
明
と
そ
の
防
止
技
術
の
開

発
に
関
す
る
研
究
」
を
ス
タ

ー
 

ト
さ
せ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
と
し

て
ー
つ
は
 
「地
吹
電
の
発
生
機

構
」
。
交
通
障
害
の
規
模
と
悪

視
程
と
の
関
係
、
悪
視
程
の
程
 
 

度
と
気
象
・
雪
氷
条
件
と
の
関

係
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。ま
た
、
 

ド
ッ
プ
ラ
ー
レ
ー
ダ
ー
等
を
用

い
て
、
地
吹
雪
を
も
た
ら
す
強

風
の
検
出
と
そ
の
予
測
の
研
究

を
行
い
ま
す
。
 

次
に
 
「地
吹
雷
の
広
域
的
堆

雪
機
構
」
で
は
、
野
外
実
験
場

や
風
ど
う
を
用
い
た
模
型
実
験

な
ど
。
そ
し
て
「
地
吹
雪
災
害

防
除
技
術
の
開
発
」
で
は
、
地

吹
雪
予
知
、
予
測
技
術
、
地
吹
 
 

雷
発
生
、
堆
積
の
制
御
等
の
防

止
技
術
の
開
発
を
行
い
ま
す
。
 

今
冬
は
、
既
に
去
る
十
二
月

十
八
日
か
ら
各
種
観
測
機
器
に

よ
る
無
人
観
測
に
入
っ
て
い
る

ほ
か
、
一
月
十
六
日
か
ら約
一
一

週
間
に
わ
た
り
同
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
現
地
で
観
測
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
こ
れ
ら
研
究
の
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
地
吹
雪
の
発

生
機
構
が
解
明
さ
れ
、
そ
の
予
 
 

知
、
予
防
体
制
の
確
立
に
大
き

く
役
立
つ
も
の
と期
待
し
て
い

る
と
と
も
に
、
こ
の
調
査
が
ス

ム
ー
ズ
に
運
ぶ
よ
う
で
き
る
だ

け
協
カ
し
て
い
く
考
え
で
す
。
 

な
お
、
同
観
測
所
の
日
常
の

管
理
等
は
、
科
学
技
術
庁
の
委

託
を
受
け
で
同
地
区
の
杉
山
伸

彦
さ
ん
（
5
9）
が
行
っ
て
い
ま
 

す
。
 



固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

三
上
、
菊
池
両
氏
を
再
選
 

雪
を
見
る

の
が
楽
し
み
 

豪
州
の

ハ
ー
テ
ィ
ン
さ
ん
 

三上昭造氏 

報
・
ー

ー
 

 
‘く
、
 
．
 

姥
落
で
和
洋
菓
子
店
を
営
む

小
野
怒
さ
ん
（
3
9）
は
、
昭
和

五
十
三
年
か
ら
毎
年
、
ク
リ
ス

マ
ス
近
く
に
な
る
と
市
立
養
護

老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
に
ケ

ー
 

キ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
お
年
寄
 

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、任
期
満

了
と
な
っ
た
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
に
三
上
昭
造
氏

雨

）
、菊
池
久
左
衛
門
氏
（7
6)
 

を
再
選
し
ま
し
た
。
同
委
員
は

固
定
資
産
評
価
に
対
す
る
異
議

申
し
立
て
等
に
つ
い
て
の
審
査

を
職
務
と
す
る
も
の
で
、
そ
の

任
期
は
三
年
で
す
。
 

再
選
さ
れ
た
三
上
氏
は
、
末

広
町
に
居
住
し
、市
連
合
P
T
 

り
達
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
 

昨
年
は
十
ニ
月
十
一
日
に
、
 

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
六
十
五
個

を
持
っ
て
く
る
み
園
を
訪
間
、
 

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
し
ま
し
た
式
プ
では
、こ

の
時
期
に
な
る
と
お
年
寄
り
達

も
小
野
さ
ん
が
訪
れ
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

小
野
さ
ん
は
、「五
十
三
年
に
店

を
持
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
 

お
年
寄
り
達
に
喜
ん
で
も
ら
え
 
 

A
会
長
、
県
P
T
A
連
合
会
長

等
を
歴
任
、
現
在
市
体
育
指
導

員
連
絡
協
議
会
長
、
市
卓
球
協

会
理
事
長
な
ど
を
務
め
、
五
十

八
年
か
ら
現
職
。
 

ま
た
菊
池
氏
は
、稲
実
に
居

住
し
、
旧
栄
村
助
役
、市
監
査

委
員
、市
議
会
議
員
等
を
歴
任
、
 

五
十
九
年
か
ら
現
職
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

る
こ
と
を
し
た
い
と
思
っ
て
始

め
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

き
た
い
」
と
、
ま
た
、
く
る
み

園
の
前
田
忠
孝
寮
長
は
「
お
年

寄
り
達
も
喜
ん
で
おり
、
小
野

さ
ん
の
ご
好
意
に
は
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ

話
し
て
い
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

（斎
藤
春
雄
会
長
）
の
冬
期

交
換
留
学
生
と
し
て
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
や
っ
て
き
た
ジ
ョ

エ
ン

・
ハ
ー
テ
ィ
ン
さ
ん
（1
7)
 

が
十
二
月
二
十
六
日
、
同
ク
ラ

プ
の
斎
藤
会
長
、
太
田
良
吉
副

会
長
、
佐
々
木
伯
男
幹
事
、
木

村
静
逸
会
計
と
と
も
に
、
あ
い
 

ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ

の
交
換
留
学
生
 

さ
つ
に
市
役
所
を
訪
れ
森
田
市
 

い
ろ
な
生
活
を
体
験
し
た
ほ
か
、
 

長
と
懇
談
し
ま
し
た
。
 

市
内
の
若
者
達
と
の
交
換
会
な
 

ハ
ー
テ
ィ
ン
さ
ん
は
、
豪
州
 
ど

に
裏

茄
し
、
交
流
し
ま
し
 

東
部
の
人
口
三
万
人
の
農
業
の
 

た
。
 

町
、
ダ
ッ
ボ
ー
の
高
校
生
。
愛
 

ハ
ー
テ
ィ
ン
さ
ん
の
故
郷
は
、
 

称
は
ジ
ョ
ー
で
小
学
校
の
教
師
 

現
在
で
も
日
中
の
気
温
が
三
十

志
望
の
明
る
い
お
嬢
さ
ん
で
す
。
 
五
度
を
越
す
真
夏
。
冬
の
青
森

今
回
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
国
際
 

県
に
や
っ
て
き
た
彼
女
に
、
森

協
会
の
招
き
で
来
青
し
た
も
の
 

田
市
長
が
「
風
邪
を
ひ
か
な
い

で
、
十
一
一月
三
 

よ
う
に
身
体
に
気
を
つ
げ
て
、
 

日
か
ら
二
十
四
 

五
所
川
原
で
日
本
の
文
化
を
学

日
ま
で
青
森
市
 

ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

に
滞
在
。
同
月
 
て
日
豪
国
際
親
善

に
役
立
て
て

二
十
五
日
に本
 

く
だ
さ
い
」
と
励
ま
す
と
、雪

市
入
り
し
、
一
 
が

見
ら
れ
る
の
が
大
変
楽
し
み

月
八
日
ま
で
佐
 

で
す
。
日
本
語
も
少
し
学
ん
で

々
木
幹
事
宅
に
 

帰
り
た
い
」
と
意
欲
的
に
話
し

ホ
ー
ム
シ
テ
ィ
 

て
い
ま
し
た
。
 

（第631号）⑥ 昭和62年（1987年）I月15日 	 広報ごしょがわら 

菊,也久左衛門氏 小野慧さん 

く
る
み
 
隠
9
軍
血
勿
且
申
暑
プ
レ
琶
ン
臣
 

姥

落
 
の
小
野
さ
ん
 

し
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
間
、
ハ
 

ー
テ
ィ
ン
さ
ん
 

は
 
「津
鉄
の
ス
 

ト
ー
ブ
列
車
へ
 

の
乗
車
」
 
「神
 

社
へ
の
初
詣
」
 

「市
の
成
人
式
 

へ
出
席
」
な
ど
、
 

日
本
で
の
い
ろ
 

【
 



醸
一
 
た
●
に
伽
万
円
相
当寄
射
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月
―自
氷
女

】
ー
ー
ル
又
比
用
一

【ヤ
ん
●・
ト
）
《
】
 ・
一
・
「
繊
難
灘
 

霧
『
ュ
‘朗
聖
a
士
喚
譲
鷲
 

r - 
（・右）に目録を手渡 

(.左」）。 中央は鈴木教育長 

“
、
／
、く
ノ、
ノ
、
ノ
、
ノ
、‘
、
ノ
、
ノ、
ノ‘
、
 

6
2年

版
県

民
手

帳
一

部
「
…5円
 

【
主
な
内
容
】

H
記
編
、
資
料
編
、
名
簿

編
、

便
覧
編
 

（
容
⑩

ニ
一
一

一
番
 
内

線

三
一
八

・
 
」
 

官
）
 へ
ど
う
ぞ
。
 

一
 

手
帳
を
欲
し
い
方
は
、
市
秘
書
企
画
課
統
計

調
査
係
（
容
⑩
ニ
一
一

一
番
 
内
線
三
一
八

・

三
一
九
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

rー
 

広報ごしよがわら 

野
里
の
土
岐
文
弘
さ
ん
（4
9)
 

布
屋
町
の
鶴
谷
ヤ
ナ
さ
ん
 

日
市
役
所
を
訪
れ
、
社
会
福
祉
 

ー
ッ
谷
の
速
水
恒

治
さ
ん

（5
8・
会社

役
員
）
は
十
二
月
一
一

十
六
日
、
市
役
所
を

訪
れ
教
育
振
興
会
に

と
五
十
万
円
を
寄
付
、
 

森
田
市
長
に
そ
の
目

録
を
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
去
る

十
二
月
四
日
に
亡
く

な
ら
れ
た
ご
令
室
典

子
さ
ん
の
生
前
の
ご
 

ー
ツ
谷

の
速

水

さ
ん
 

は
十
ニ
月
十
五
日
、
市
役
所
を
 

訪
れ
、
野
里
地
区
の
 

た
め
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
有
線
放
送

設
備
一
式
と
学
校
教

材
、
合
わ
せ
て
百
万

円
相
当
を
寄
贈
、
森

田
市
長
に
そ
の
目
録

を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

土
岐
さ
ん
は
、
市

農
協
い
ち
ご
部
会
長

と
し
て
、
い
ち
ご
の

生
産
、
販
売
に
尽
力

さ
れ
る
な
ど
地
域
農

業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
ま
た
民
生
・
児

童
委
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
お
り
、
こ
の

た
び
の
寄
贈
は
、
同
 
 

地
区
に
有
線
放
送
が
無
く
農
業

情
報
の
連
絡
な
ど
に
不
便
を
か

こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
思
い
立

っ
た
も
の
。
 

こ
の
寄
贈
に
対
し
森
田
市
長

は
、
 コ
」好
意
大
変
あ
り
が
た

く
頂
だ
い
い
た
し
ま
す
。
野
里

地
区
の
た
め
に
、
十
分
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
札

を
述
べ
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
土
岐
さ
ん
の
希
望

に
そ
っ
て
、十
ニ
月
中
に
野
里
・

杉
派
立
地
区
に
有
線
放
送
設
備

工
事
を
実
施
、
完
成
さ
せ
る
と

と
も
に
、
同
氏
の
母
校
で
あ
る

野
里
小
学
校
に
教
材
を
贈
り
ま

し
た
。
 

元
）
は
、
去
る
十
二
月
十
七
 

の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
 

と
十
万
円
を
寄
付
、
吉
 
 

意
志
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
寄
付
に
対
し森
田
市
長

は
 
コ」好
意
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
教
育
の
振
興
に

十
分
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

た
っ
て
調
停
委
員
を
歴
任
。
さ
 

ら
に
現
在
も
市
社
会
福
祉
協
議
 

会
の
評
議
員
や
心
配
ご
と
相
談
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⑦昭和62年（1987年） 1月15日 

社
会

福
祉
に
と

1
0万
円

寄
付
 

布

屋
町

の
鶴
谷

さ
ん
 

岡
助
役
に
そ
れ
を
手
渡
 

員
を
勤
め
ら
れ
る
な
ど
、
社
会

さ
れ
ま
し
た
。
 

福
祉
の
た
め
に
尽
カ
さ
れ
て
い

鶴
谷
さ
ん
は
、
去
る
 

ま
す
。
 

十
一
月
ま
で
連
続
七
期
、
 

こ
の
寄
付
に
対
し
吉
岡
助
役

一
干
一
年
間
に
わ
た
り
 
は
、

コ
」好
意
に
対
し
感
謝
い
た

民
生
委
員
を
勤
め
ら
れ
 
し

ま
す
。
社
会
福
祉
の
た
め
に

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
 

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
 

念
に
と
寄
付
さ
れ
た
も
 

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

の
で
す
。
鶴
谷
さ
ん
は
 

市
で
は
、
こ
の
寄
付
を
市
社

ま
た
、
昭
和
三
十
五
年
 

会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
基
金
に

か
ら
二
十
二
年
間
に
わ
 

預
託
し
ま
し
た
。
 



広報ごしょがわら ( 第631号) 

合

い
に
5
万
円
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

無

』
会補
相
目
同認
？一
2
千
円
余

I
 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
菊
栄
会
 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
利
用
者
 
彰
会

長
）
で
は
十
二
月
二
十
二
 
回

で
八
回
目
を
数
え
、
同
会
で
 

日
、
倉
光
会
長
が
同
ホ
ー
ム
の
 
は
こ
の
間
毎
年
寄
付
を
行
っ
て

三
上
真
輝
主
事
と
共
に
市
役
所
 
き

て
い
ま
す
。
 

を
訪
れ
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
 
こ
の
寄
付
に

対
し
、
森
田
市

役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
ニ
万
ニ
 
長
は
コ

」好
意
に
感
謝
し
ま
す
。
 

千
百
二
十
五
円
を
寄
付
、
森
田
 

社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ

市
長
に
目
録
を
手
渡
さ
れ
ま
し
 

て
い
た
だ
きま
す
」
と
お
礼
を

た
。
こ
れ
は
、
去
る
十
一
月
十
 

述
べ
ま
し
た
。
 

五
、
十
六
の
両
日
、
同
会
が
同
 

な
お
、
市
で
は
同
会
の
希
望

ホ
ー
ム
で
開
催
し
た
 
「ホ
ー
ム
 

に
そ
っ
て
、
市
社
会
福
祉
協
議

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
の
チ
ャ
 

会
の
福
祉
基
金
に
一
万
二
千
百

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
や
模
擬
店
の
売
 
一
一
十
五
円
、
歳
末
助
け
合
い
募

り
上
げ
金
を
寄
付
し
た
も
の
で
 

金
に
一
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
預
託

す
。
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
今
 
し

ま
し
た
。
 

昭和62年（1987年） 1月15日 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
プ
（斎
藤
春
雄

会
長
）
で
は
十
ニ
月
一
一

十
六
日
、
斎
藤
会
長
、
 

太
田
良
吉
副
会
長
、
佐

々
木
伯
男
幹
事
、
木
村

静
逸
会
計
の
四
人
が
市

役
所
を
訪
れ
、歳
末
助

け
合
い
募
金
に
と
五
万

円
を
寄
付
、
森
田
市
長

に
目
録
を
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
森
田
市
 

東
奥
信
用
金
庫
五
所

川
原
支
店
の
貯
愈
天
口

同
（
山
口
徳
二
代
表
）
 

で
は
十
ニ
月
二
十
六
日
、
 

歳
末
助
け
合
い
募
金
に

四
万
七
千
五
百
二
十
一

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
去
る
十
二
月

十
八
日
に
市
内
で
開
い

た
忘
年
パ

ー
テ
ィ
で
、
 

参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
募
金
を
寄
付
し
た
も

の
で
同
会
か
ら
の
寄
付
 
 

長
は
 
コ」
好意
に
感
謝
し
ま
す
。
 

歳
末
助
け
合
い
の
た
め
に
役
立

た
せ
て
い
た
だ
きま
す
」
と
お

札
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
ク
ラ
プ
で
は
毎
年
、
同
募

金
に
寄
付
を
続
け
て
お
り
、
関

係
者
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

は
こ
れ
で
四
回
目
。
 

こ
の
日
、
同
支
店
の
竹
内
勇

蔵
支
店
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
 

森
田
市
長
に
目
録
を
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
 こ
れ
に
対
し
森
田
市

長
は
、「あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
歳
末
助
け
合
い
の
た
め
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
きま
す
」
 

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

昇
  ，

 

‘
 

の
会
で
あ
る
菊
美
ム
（倉
光
秀
 

歌
謡
曲
を
愛
す
る
人
達
で
つ

く
っ
て
い
る
歌
の
親
和
会

（
成

田
俊
一
会
長
）
で
は
一
月
五
日
、
 

社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
一
万
五
千円
を
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。
 こ
れ
は
、
同

会
が
前
日
、
市
内
で
開
い
た
チ

ャ
リ
テ
ィ
新
年
歌
謡
パ
ー
テ
ィ

の
益
金
の
一
部
を
寄
付
した
も

の
で
、
成
田
会
長
と
竹
谷
清
治

同
パ
ー
テ
ィ
幹
事
長
が
森
田
市

長
に
目
録
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
森
田
市
長
は

コ
」好
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
社
会
福
祉
の
た
め
に
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
 

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
市
で

は
こ
れ
を
市
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
基
金
に
預
託
し
ま
し
た
。
 

歳
末
助
丈

ロ
い
にと
寧
万
側
ヂ
円
余
 

東
奥

信
金
貯

金
会
合
同
 

，
社
会
福
祉
に
戸

1
万

5
千
円
 

ー
 
‘
 
歌
の
親
和
会
 



（第631号） 広報ごしょがわら ⑨昭和62年（1987年）l111511 

全日本バレー男子リーグ 
3月7日、本市で開催 

第20回全日本バレーボール選抜男子リーグ

の試合が、3月7日の午後2時から市民体育

館で行われます。 

試合を行うのは、市内湊出身で五三中、弘

工卒の三橋栄三郎選手を擁し、優勝候補筆頭

に挙げられている富士フィルムをはじめ新日

鉄、住友金属、松下電器の 4チーム。 優勝を

かけた熱戦が期待されます。 

なお、翌 8日には弘前市民体育館で開かれ

ます。 

入場券、その他詳しいことは市内のスポー 

ツ店へお問い合わせください。 

一
 

レ対象者リ3 (H(｛和21年411211 - 昭和22年4月1日生ま
れの方） 

女（昭和30年4月2日～昭和31年4月1日生まれの方） 
ン日時 2)11l日（水）祝日 午後 1時 
lン場所 市中央公民館）会費男12.000円女9、00QIIl 
lン申し込み受付け期限 I月20日（大） 
1ン申し込み先 会費をそえて事務局までお願いしま

す。 （なお、都合により事務局へおいで願えない
方は実行委員へ） 

実行委員会委員長 長 内 久 
事務局（市役所内 丑国2111番） 

保険年金課 荒谷 秀弥（内線 265番） 
ク 	山田 晴雄（ ク ） 

税 務 課 蒔田 弘次（内線 201番） 
商工観光課 対馬 義光（内線 285番） 
秘書企画課 葛西 暗（内線 318番） 
管 理 課 山谷 涼子（内線 325番） 

62年合同除厄祈願祭（案内） 
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4
月
ー
日
か
ら

2
人
目
の
子
ど
も
に
支
給
 

市役所の電話番号は⑩2川番 

「
工
事
指
名
競
争
入

札
業
者

］
を
表

と
「
 

痢
「
『
割
畦
細
縄
警
登

録
受
付
 

市
で
は
、
六
十
ニ
年

度
に
市
が
発
注
す
る
工

事
の
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
建
設
業
者
、
市

の
施
設
等
（
市
役
所
、
 

西
北
中
央
病
院
、
市
内

各
小
中
学
校
、
給
食
セ

ン
タ
ー
等
）
へ
の
物
品

供
給
を
希
望
す
る
業
者

を
受
付
け
し
ま
す
の
で
、
 

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
 

▽
受
付
期
間
 

▽
受
給
資格
者
 

．
 
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
以

後
に
生
れ
た
児
童
を
含
む
十
八

歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上
養

育
し
て
い
る
こ
と
。又
は
義
務

教
育
終
了
前
の
児
童
を
含
む十

八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上

養
育
し
て
い
る
こ
と
。
 

な
お
、
児
童
に
つ
い
て
は
、
 

自
分
の
子
ど
も
で
あ
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
子
を
養
育

し
て
い
れ
ば
受
給
要
件
を
満
た

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 
 

ニ
月
二
日
、
二
月
二
十
八
日

▽
受
付
場所
 

市
財
政
課
契
約
調
達
係
（
市
庁

舎
四
階
）
 

ヤ
提
出
書類
 

工
事
指
名
競
争
入
札
業
者
 

（
還
設
省
統
一
様
式
（
一
式
）
 

②
添
付
書
類
 

ア
経
営
事
項
審
査
申
請
書
（写
）
 

イ
建
設
業
者
許
可
証
明
書
（写
）
 

ウ
納
税
証
明
書
 
市
税
は
六
十

一
年度
分
。
国
税
及
び
県
税

は
六
十
年
度
分
（写
）
 
（
市
 

前
年
の
収
入
が
一
定
の
額
以

上
の
方
は
児
童
手
当
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
 

マ
支
給
額
 

児
童
手
当
の
額
は
、
ニ
人
目

の
二
歳
未
満
（
昭
和
六
十
二
年

四
月
一
日
現
在
）
の
子
ど
も
に

つ
い
て
は
月
額
二
五
〇
〇
円
、
 

三
人
目
以
降
小
学
三
年
生
終
了

前
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
月

額
五
〇
〇
〇
円
が
支給
さ
れ
ま

す
。
 

マ
新
し
い
児
童
手
当
制
度
の
実
 
 

内
法
人
業
者
に
つ
い
て
は
、
 

会
長
及
び
代
表
取
締
役
個
人

名
の
納
税
証
明
書
も
添
付
す

る
こ
と
）
 

エ
使
用
印
鑑
届
 

オ
建
設
業
退
職
共
済
組
合
加
入

証
明
書
（写
）
 

※
建
設
業
者
の
経
営
に
関
す
る

事
項
の
審
査

（建
設
業
法
第

二
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ

る
）
は
、
必
ず
受
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

物
品
供
給
業
者
 

施
方
法
 

児
童
手
当
は
、
十
八
歳
未
満

の
児
童
を
二
人
以
上
養
育
し
て

い
る
人

（そ
の
う
ち
一
人
以上

が
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
）
 

に
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
四
月
一
日
か
ら
実
施

し
ま
す
が
、
段
階
的
に
支
給
対

象
が
変
わ
り
、
昭
和
六
十
三
年

四
月
か
ら
は
、
改
正
さ
れ
た
制

度
が
完
成
さ
れ
ま
す
。
 

一
年
目
（
昭
和
六
十
二
年
四

月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
三
年
三
 

①
入
札
参
加
資
格
申
請
書
一
式
 

（
申
請用
紙
は
財
政
課
に
あ

り
ま
す
）
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
財
政
課

契
約
調
達
係
云

内
線
三
三
〇

番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

さ
い
。
 

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
）
 

第
二
子
分
は
、
昭
和
六
十
一
一

年
四
月
一
日
現
在
で
満
四
歳
未

簡
。
 

第
三
子
以
降
分
は
、昭
和
六

十
二
年
四
月
一
日
現
在
で
満
九

歳
未
澗
。
 

昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か

ら
は
、
第
ニ
子
以
降
義務
教
育

就
学
前
の
児
童
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
（
『
 

内
線
二
七
六
番
）
へ
ど
う
ぞ
o
 



こ
れ
か
ら
、
日
毎
に
寒
さ
が

厳
し
く
な
り
厳
寒
期
に
は
い
る

と
、
水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
事

故
が
お
き
ま
す
。
 

と
く
に
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
摂

氏
四
度
以
下
に
な
る
と
、
防
寒

等
の
歪
元
全
な
も
の
は
凍
結
し

た
り
、
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
 

マ
電
熟
ヒ
ー
タ
ー
利
用
の
災
ロ

ネ
ズ
ミ
の
害
を
防
ぐた
め
、
 

マ
水
抜
栓
・
不
凍
栓
を
備
え
付

け
の
場
合
 

長
い
間
家
を
空
け
る
よ
う
な

と
き
や
、
就
寝
前
に
は
必
ず
水

抜
栓
・
不
覆
の

ハ
ン
ド
ル
を

し
っ
か
り
止
ま
る
ま
で
閉
め
、
 

蛇
口
を
一
杯
に開
い
て
く
だ
さ
 

立
ち
上
が
り
部
分
を
ボ
ッ
ク
ス

で
囲
む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
む
き
出
し
の
管
や
、
屋
外
に

蛇
ロ
が
あ
る
受
ロ
 

蛇
口
や
、
水
道
管
の
立
ち
上

が
り
な
ど
の
露
出
部
分
に
、
保

温
材
（
毛
布
類

・
コ
モ
等
）
を

巻
き
付
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
 

マ
凍
結
防
止
の
放
水
は
や
め

”
 

て
く
だ
さ
い
。
 

一

凍
結
防
止
の
た
め
水
を出
【
 

し
っ
放
し
に
す
る
と
、
メ
ー
ー
 

タ
ー
が
次
第
に
上
が
り
、
春
一

一の
検
針
精
算
の
際
、
料
金
に
一
 

ー
ハ
ネ
返
り
思
わ
ぬ
支
出
と
な
一
 

【
りま
す
の
で
、
放
水
は
や
め
ー
 

ー
て
く
だ
さ
い
。
 

【
 

一
 

（
果
道
事
業
所）
【
 

難
難
一
 

軽
い
凍
結
の
修
理
の
仕
方
 

●

凍
結
し
た
と
き
は
、露
出
し

て
い
る
管
（
保
温
筒
な
ど
は

取
り
は
ず
す
）
や
、
蛇
口
な

ど
に
タ
オ
ル
か
ぞ
う
き
ん
を

巻
き
つ
け
、
そ
の
上
か
ら
お

湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
る
と
、
 

軽
い
凍
結
で
す
と
水
が
出
る
 

，卿
う
に
な
り
ま
す
。
 

轟
 ー．一  ・ 

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意

を
奴
 

・ ・プ：
にニニ二＝ 

直
接
熱
湯
を
か
け
た
り
、
直

火
を
当
て
た
り
、
ま
た
電
気

を
直
接
流
す
解
氷
な
ど
は
、
 

蛇
ロ
の
破
裂
や
火
災
の
危
険

が
あ
り
ま
す
の
で
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
 

●

そ
れ
で
も
解
け
な
い
と
き
は
、
 

お
近
く
の
市
指
定
水
道
工
事

店
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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●屋根雪等は 

屋根雪や屋敷内の雪は、道路に出さないでください。 

●歩道の雪は 

歩道の雪は、道路に出さず車道の路肩に積み上げて 

ください。 

●路上駐車はしないで 

路上駐車は、作業上支障がありますので駐車禁止区

域はもちろん、それ以外の区域であっても駐車しない

て与ください。 

●路上の鉄板等は 

路上にある車両乗り上げの鉄板等は、除（排）雪車

戸 両が激突し事故発生の原因となりますので、冬期間は

撤去してください。 

●わかりにくい所は 

！物損事故を未然に防止するため、低い塀などわかり 

にくい所には標識等を設置してください。 

●ゴミ処理は 

ゴミは、汚染と美観をそこねる原因となります。才舎 

てる日時、場所を守るようにしてください。 

●水路には雪を捨てないで 

融雪期の水害の原因となりますので、水路には雷を 

捨てないでください。 

納期内完納は 

家族みんなの合言葉 

納税貯蓄組合に加入を！1 

税金を決められた納期限までに完納したいと思うの

は、だれでも同じでしょうが、ー度にまとまったお金

を用意するのは大変なことです。 ふだんから納税のた

め計画的に貯蓄をしておくことが必要です。 

しかし、そうはいっても一人では仲々思いど」三」,りに

いかないものです。そこで，納税のための貯蓄をしよ

うという人達が集まってつくったのが納税貯蓄組合で

す（現在 181組合が組織されている〕。 

納税貯蓄組合に加入するには、希望する納税貯蓄組

合に加入届を提出することが必要です。 

加入のご相談は、」也区の納税貯蓄組合又は市収糾招果 

（か内線 322番）へお願いします。 

（ 除排雪についてのお願い う 
× 	 市除排雪対策本部 	ノ 
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ー'「 

二看護職員募集ー西北中央病院」 

	

1 	l 

）募集人員 若干名 

レ応募資格 昭和32年 4 月 2 日以降に生まれ、 
助産婦、看護婦（士）免許のある人または本年 

3 月末までに養成機関卒業見込みの人。 
レ応募締切 1月31日（土） 
ン試験日 	2 月15日 （日） 
詳しいことは、市立西北中央病院・管理課庶

務係（か⑩31 11番 内線 279番）へお問い合わ

せください。 
ーー』 

⑩昭和62年（1987年）1月15日 	 広報こ’しょがわら 	 （第631号） 

JI燃慧鷲〕 
ン募集人員 一般事務科、光学機器製造科、 

製版印刷科の各科とも10人で、性別は問い

ません。 

レ応募資格 

①身体障害者手帳の所持者で、義務教育を修

了、 または、 これと同等以上の学力（ただ

し、ー般事務科は高卒程度） を有すると認

められ、現在、障害の症状が固定しており

技能習得のうえ就職を希望する意欲のある

人。 

②視覚障害、伝染病、精神障害等の障害のな

い人。 

ン応募手続 

入校願書は、公共職業安定所で手続きし

てくださし、。 

レ願書の締切 2 月28日 

詳しいことは、公共職業安定所または県立

身体障害者職業訓練校（廿0172（⑩6882番 弘

前市緑ケ丘一丁目 9 の 1）にお間い合わせく

ださい。 

I 	技能習得講習会 
t 	 県母子福祉センター 

母子家庭と父子家庭の子女を対象に技能習 

得会を開催します。 

ン期 日 4 月から翌年 3 月まで。 

（ただしタイプ科4 か月間） 

レ場 所 青森市石江字江渡97の 1 

県立母子福●止七ンター白百合荘 

D受講料 無料（教材は自己負担ですが、 

負担できない場合は貸与しますJ 
レ受付期限 2 月28日 

D申込先 県立母子福祉Hごンター （胃0177 

⑩ 1069番）又は市福祉事務所 

（内線 243番）へ 

母子・父子家庭の技能習得講習 

手斗 目 学 	習 	日 

和 裁 科

洋 裁 科

編物手芸科

タ イ フ戸科

速 記 科 

月曜日から土曜日までの 9時 
30分から16日寺まて4。 ただし土
曜日と速記科は12時まで。 
なお、短期間の受講をしたい
かたは、いっでトも申込みでき
ますC 

オ'-"；でI,ー二竺I'”でーーー， 
Iたはしほ、flTV］丑り，. 
ニ 	 百し、ましよつl 
： マイ ルド七フーノ 

I l箱（220円）につき、 	，〕 i 
' 41円40銭がたばこ 

， 消費税として市の 

しににUに、‘ー一ごミ，ーI 

五
所
川
原
俳
句
会

遠
足
に
来
た
道
さ
が
し
白
い
秋
 

斎
藤
今
日
子

燈
と
も
り
て
母
あ
る
幸
や
冬
至
粥
 

成
田
 
市
子

悲
し
み
の
消
え
て
は
増
え
て
暮
早
し
 

斎
藤
 
さ
だ

無
縁
墓
地
冬
た
ん
ぼ
ぽ
の
濃
か
り
け
り
 
対

馬
 
障
子

菊
香
る
八
十
五
歳
の
誕
生
日
 
野

村
 
と
し

放
心
の
彼
方
を
眺
め
枯
尾
花
 

前
田
せ
い
女
 

俳
 

旬
 

ぐ玉掛技能講習× 
移動式クレーン運転業務特別教育

西北労働基準協会 

＞日時 1月20日～22日 （ 3 日間） 
D場所 西北労働基準協会（新宮町84-5) 
ぐ受講資格 
(1）玉掛 満18才」こ上上の男女で 1 トン以上の玉掛

の補助作業又は、 1 トン未満の玉」卦の作業に 
6 か月」こ工上従事した経験のある人。 

(2）移動式クレーン特別教育 満18才」』上上の男女
レ申し込み締切 1月19日伏） 定員 100人に達
し次第。 
受講米斗、受講手統等の詳しいことは、西北労

働基準協会（胃⑩6336番 市内新宮町84-5）へ
どうぞ。 
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亀昌ドッ勿号図回より g 
市では40歳以上の市民を対象に成人病の早期発

見、早期治療を目的としたミニドックを実施して

います。対象となる人は積極的に受けるようにし
てください。 

レ実施期間 2 月28日（士）まで。 

レ実施時間 医療機関によつて実施時間が違い

ますので申し込み時にお知らせいたします。 

ン受診方法 受診を希望する人は、市衛生課窓

ロに保険証を持参のうえ、受診記録票の交付を受

け、希望する医療機関で受診してください。 

レ受診料 1.000円（申し込み時） 

r 

	

	ただ・し 70歳以上の方、生活保護世帯、市民税非 

課税世帯の方は無料（申し込みの際証明書を提出

してください）。 

レ診査項目 診察、身体測定、心電図、尿検査、 

貧血検査、肝機能検査。 

）間い合わせ先 市衛生課（内線 272番） 

◇実施医療機関◇ 

小 笠 原 内科医院 白 生 会 胃 腸 病院 

兼平内科小児科医院 佐 々 	木 医 	院 

川崎胃腸科内科医院 佐藤内科小児科医院 

冨田胃腸科内科医院 佐藤仁外科胃腸科医院 

西 北 中 央 病 院 荘 司 内 科 医 院 

木 村 内 科 医 院 白戸胃腸科外科医院 

田辺胃腸科外科医院 森 田 診 療 所 

対馬内科小児科医院 三 好 診 療 所 

中 村 内 科 医 院 森内科小児科医院 

増 	田 	病 	院 江 	渡 	医 	院 

復 明 	堂 医 院 健生病院五所川原診療所 

( 一 中 中 中 中 中 ( 一 中 中 中 + + ( 中 中 中 ( 中 + + ( + 一 

みんなの健康教室 

医師会と家庭を結ぶ 「みんなの健

康教室」 が開かれます。 

レテーマ 「冬に悪化する皮膚病」 

レ日時 1月23日（動 午後 1時 

レ場所 市保健センター 

レ講師 松坂正先生（松坂皮膚科医院長） 

主催 北五 医師 会

市民保健協議会 

＋
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市役所の電話番号は⑩21n番 

健康 

コーナー 

『2月の保健センター相談日』 

2 月 6 ・13・20・27日で’す。（毎週金曜日） 

時間 午前10時～午後 3時まで’ 
内容 保健婦が血圧測定、尿検査を含めた 

健康相談に応じますので、赤ちゃんからお年 

寄りまで、お気軽にご利用ください。 

お問い合わせは、 

市衛生課へ（廿内線268番） 

乳幼児の健康診査 
レ場所 di移胤建センター 

レ受付時間 午後 1時～1日寺30分 

レ持参するもの 母子1建康手帳、バスタオ

ル。 3 才児は尿検査も行いますので、当日き

れいに洗った小ビンに尿を入れてもってきて

くださし、。 

※注意 （I)6カ月児健康相談の際に、神経

芽細胞腫（小児がん）の検査セッ トを配付し

ますが、当日つごうで来れない場合は検査セ

ッ トを衛生課窓i:iにて配イ寸いたしますので’、 

6 カ月、 7 カ月の赤ちゃんは、ぜひおいでく

ださい。 

※注意（②病気療養中（特に伝染性の病気） 

のお子さんはご還慮ください。 

月 	令 対 象 児 期 日 内 	容 

3 か 月 児 S61年10月生 2 月10日因 健康診査 

6 か 月 児 S 61年 7 月生 2 月17日因 健康相談 

1 	歳 	児 S 61年 1月生 2 月23日（月） 健康相談 

1歳 6 か月児 S 60年 8 月生 2 月24日因 健康診査 

3 	歳 	児 S 58年9・1明生 2 月19日困 健康診査 

お問い合わせは、市衛生課（廿内線 268 1 272番） 
へどうぞc 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の照会は消防署へ 

235-2Ol9番 
（救急医療部会） ) 
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